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様式第２号 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２６年度　市 民 参 画 計 画 書 担当部署：市民生活部生活環境課

担当者：松原　弘明　　内線（２６６）

１　参画の対象について記入してください。

２　選択した市民参画の方法について記入してください。

対象の名称 花巻市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（改定） 対象区分 市の基本構想、基本計画その他の基本的な事項を定める計画の策定又は変更

対象の内容

【目的】
　廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、一般廃棄物（ごみ）の処理事業を計画的に推進するために策定している計画を改定する。
【内容】
・一般廃棄物の発生量、処理量の見込み及び目標　・一般廃棄物の排出の抑制のためのの方策
・一般廃棄物の収集を行う種類　・一般廃棄物の適正な処理及び実施するための事項
【区分】
　基本計画
【計画期間】
　平成28年度～平成37年度
【関係法令】
　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第６条第１項の規定により、一般廃棄物処理基本計画を定めなければならない。

対 象 者
（ 対 象
地 域 ）

花巻市公衆衛生組合連合会、花巻地区廃棄物処理組合、花巻商工会議所、花巻市地域
婦人団体協議会

方 法 ① 意向調査の実施 方法② その他適切と判断される方法

名 称 市民アンケート 名 称 関係団体等からの意見聴取

時 期
及 び
回 数

平成27年７月　１回
時 期
及 び
回 数

平成28年１月中旬　１回

方法や時
期を選択
した理由

ごみ処理に関し、市民の問題意識や疑問点、意見などを把握し、アンケート結果を計
画に反映しようとするもの。
計画素案の作成するために十分な検討時間を考慮し、この時期に実施する。

方法や時
期を選択
した理由

ごみ処理に専門的知識等を持つ関係団体から意見を聞く。
意見を計画に反映できる時期を選択した。

対 象 者
（ 対 象
地 域 ）

無作為抽出した一般世帯2,000世帯を対象

周知方法
及 び
時 期

開催予定日の２週間以上前までに郵送等により通知する。
周知方法
及 び
時 期

広報はなまき６月15日号や市ホームページで周囲するとともに、郵送でアンケート用
紙を配布し返送していただく。
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２　選択した市民参画の方法について記入してください。

３　計画・条例等の全体スケジュール

方
法
③

方
法
②

周知方法
及 び
時 期

広報はなまき12月15号に掲載するとともに、市のホームページを通じて周知する。
素案については、生活環境課及び総務課、各総合支所市民サービス課、まなび学園、
各振興センター、各保健センター、各図書館に備え付けるとともに、市のホームペー
ジへ掲載する。

周知方法
及 び
時 期

開催予定日の２週間以上前までに郵送等でにより通知する。

方 法 ③ パブリックコメントの実施 参 考 その他適切と判断される方法

名 称 花巻市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画素案のパブリックコメント 名 称 廃棄物減量等推進審議会への諮問

時 期
及 び
回 数

平成28年１月中旬から２月中旬（１か月間）

対 象 者
（ 対 象
地 域 ）

全市民を対象として実施する。
対 象 者
（ 対 象
地 域 ）

20名以内
知識経験者11名・団体推薦９名
※現在、委嘱期間を満了している。

時 期
及 び
回 数

平成28年１月中旬：諮問
平成28年２月下旬：協議（パブリックコメント実施後）
平成28年２月下旬：答申

方法や時
期を選択
した理由

多くの市民が意見を述べやすい方法として選択。
時期については、パブリックコメント後の意見集約及び市民からの意見を計画へ反映
させるための十分な検討期間を考慮し選択した。

方法や時
期を選択
した理由

花巻市廃棄物減量等推進審議会は、花巻市廃棄物減量等推進審議会条例に基づき、一
般廃棄物の処理、一般廃棄物の減量化及び資源の再利用に関することを審議するため
の諮問機関である。

９月 １０月３月 ４月 ５月 ６月 １月

参
考

２月
策
定
等

方
法
①

７月 ８月 ３月 ４月１１月 １２月

公表 

公表 

仕様書作成 入札・契約 素案作成 最終案調整 
計画決定・公表 

市広報・HPで周知 
アンケート実施 

集計・分析 

公表 

広報掲載依頼 

通知   会議   公表 

広報掲載依頼 

市広報・HPで周知 
実施 
意見整理 公表 

通知   諮問 
答申 

通知  会議 
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市民参画・協働推進職員チーム評価内容

検討の余地があるとした項目と理由

市民参画・協働推進委員会評価内容

検討の余地があるとした項目と理由

●評価後に記入　　反映したことや反映しなかった場合の理由を記入してください。

　

反映した内容とその理由

反映しなかった内容とその理由

総合評価

総合評価

 周知方法  検討の余地あり 

 周知時期 

 適切である 

 方 法 

 時 期 

 対象者（対象地域） 

 周知方法  検討の余地あり 

 周知時期 

 適切である 

 方 法 

 時 期 

 対象者（対象地域） 

公表 


